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消費者志向自主宣言とは

「消費者志向自主宣言」とは、消費者庁が推進する “消費者志向経営※” に賛同し、
その実現に向けた企業の方針を表明するもの。

（令和6年10月29日現在、770事業者が参加）

〇自主宣言とフォローアップの流れ 〇自主宣言をすることのメリット

※ 消費者志向経営とは、「消費者」と「共創・協働」して「社会価値」を向上させる経営のこと、と定義。
消費者志向経営の活動を三つに分けると、「みんなの声を聴き、かついかすこと」、「未来・次世代の
ために取り組むこと」、「法令の遵守／コーポレートガバナンスの強化をすること」が挙げられる。

出典：消費者庁（消費者志向自主宣言のすすめ はじめての自主宣言ガイドブック より）
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ハウス食品株式会社へのヒアリング

https://housefoods.jp/company/consumer-orientation/pdf/followup_202309.pdf
・フォローアップ活動報告（2023年度より抜粋）

出典：ハウス食品株式会社

https://housefoods.jp/company/consumer-orientation/pdf/followup_202309.pdf
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ハウス食品株式会社へのヒアリング

〇「消費者志向自主宣言」の取組の実践により得られた効果

• 自社の取り組みを社外に紹介
– 消費者庁が関連団体と開催する「消費者志向経営トップセミナー」
や、自主宣言企業の取り組み事例として、業界団体機関誌に取り上
げられるなど社内の活動を広報いただいていること。

• 他社との交流
– 自主宣言に取り組まれている企業を中心に、意見をいただいたり、
お取り組みをご紹介いただくなど、交流することで、自社の取り組
みを見直しや意見交換の機会を得ていること。

• 従業員のモチベーション向上
– 上記の活動等を通じて、品質保証部門（「安全・安心」が当然の役割で、
かつ、社内関連部署との業務が多い部門）にとって、業務のやりやすさ
や意欲向上につながっていること。
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サントリーホールディングス株式会社へのヒアリング

・フォローアップ活動（2023年度活動報告書より）
https://www.suntory.co.jp/company/csr/data/report/2023/pdf/sunt
ory_csr_2023.pdf

出典：サントリーホールディングス株式会社

https://www.suntory.co.jp/company/csr/data/report/2023/pdf/suntory_csr_2023.pdf
https://www.suntory.co.jp/company/csr/data/report/2023/pdf/suntory_csr_2023.pdf
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サントリーホールディングス株式会社へのヒアリング

〇「消費者志向自主宣言」の取組の実践により得られた効果

• 従業員の意識・モチベーションの向上
– 社内向けの啓発活動の一貫として研修等に活用することで、従業員の意
識向上につながっている。優良事例表彰は、従業員の励みになった。

• 社内のVOC（Voice Of Customer）活動の取組の根拠としての活用
– 従前、お客様志向を基に経営を推進してきたところ、その取組を前に出
す良い機会となった。また、VOC活動を積極的に行う根拠としても活用。

• 他社とのコミュニティ形成への貢献、自社のレピュテーションの向上
– 優良事例表彰を受賞したいと考える複数企業から、自社の取組について
問い合わせがあり、他社との交流機会の増加につながっている。
また、 企業間における自社のレピュテーションの向上につながっている。


	Slide Number 1
	Slide Number 2
	Slide Number 3
	Slide Number 4
	Slide Number 5
	Slide Number 6

